
第 ２ 章　 企業　  69.9%の企業がインターネット利用に積極的

資料1-2-1-a　インターネット技術の利用状況（企業）

N=1,885
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寧4金が安い から

ア クセスポ イントか･多い から

運営主1本か･大企業 だから

サポ ートが良い から

つ ながり やすい から

契約層a客 数が多い から

高速通信に対応 してい るか

彳瑩数の アカ ウントが持てるから
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パソコン通1言サービ スを利用 してい たから

他の システ ム構築 も頼めるから

友人 ・知人の 勧め

関連 企業 だから

バーチャルド メインがとれるから

海外 から利用 できるから

アカウント名 を自由に つけられるから

通信料金込 みの契約 だから

専用ア クセスポ イン トを用 意できるから

ハード・ソフ ト購 入時に契約 が含 まれていた

無才4試用 期間 か･あ るから

PIAFS に対応 してい るから
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わからない
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資 料1 -2-1-b　イン タ ーネッ ト技 術の利 用 状況 （従業 員規 模別 ）

＊対象外とは「計画中JF 利用予定はない」「わからない」
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資料1-2-2　インターネットプロバイダー選択理由（企業) N=1,318
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39.7%

1-2-1　 イ ン タ ー ネ ッ ト 技 術 の 利 用 状 況

｢企業 の イン ター ネット 利 川 実態､凋介｣ で は3.981  "J fl所 に対

し て 質問 票 を 郵送 し 、 対 象'Jt業所 の属 す る 企11.885 社か ら の1111

答を得 てい るｴ

社内 の利 川範 囲の 人小 に 関わ らず 、現 在何 らか の 形で イン ター

ネット 技 術 を 利 川 し て い る 企 業は 令 体 の58.７００を 占 め 、 昨 年の

33.6％から 人 きく成 長し た、 さ らに 実験 中を 含め る と69.9り6となっ

た、

本調 査の対 象 者の多 くが 企 業の情 報シ ステ ム、あ るい は ネット

ワ ー ク11い11のマ ネー ジャー クラ スであ る 、中小 企業の 企 業には 社

内に情 報 シ ステム11いliをおい てい ない こ と も多い ため 、こ れを 考

慮す れば、 川本国内 の 企 業令体 の実状 を 見る ため には 、十.記の 数

字よ り割 り引い た もの とし て認 識し なけ れば なら ない だろ う．

し かし なが ら 、そ う であ っ た とし て も 川答 企 業の69.9％が イン

ト インターネット白書'98 ４６

ターネット技術の利川に積極的であるという結米は、今後のイン

ターネット関連巾場に人きな影響力を持つといわざるを得ない、

1-2-2 イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ バ イ ダ ー 選 択 理 由

プ ロ バ イ ダ ー 選 択 理|||で 最 も 多 い の は 「 料 金 が 安 い か ら 」

(39.7%) であ る。 次 いで ［ア クセ スポ イン トが 多い ］（23.2％）、

［ 運営iﾓ 体が 人 企業］(22.5%) 、「サ ポー トがい い から」（21.８００）2

位以 降のll 位は 接近 してい る 。

ll位2 位 まで につ い て は コ スト や 品 質 に 関係 す る 項 川で あ り 、

佃人の プロ バ イダー 選択 理山 と同 様 だが、 企業と して はサ ポー ト

や複 数アカ ウ ントが 持て る点 、 他の シ ステム の構 築 も幀め るとい

っ たプ ロ バ イダーの 総 介的 なユ ーザ ー 企業 バッ クア ップ カ を理 山

として 送ん でい る。 また、 佃 人ユ ー ザーで も昨 年 に比 較し て急 増

し た 「運営i 五体 が 人企業ﾑ とい う理 山が3 位 に挙げ られ てい る 点



半数以上の企業がダイヤルアップで利用

資料1-2-3　 イン タ ーネ ットプ ロバ イダ ーとの 接続 方法( 企業)

N=1,318

両方　2.4%

わからない　0.2 ％

その他　1.1%
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資料1-2-5　インターネットの利用歴（企業1997-1998 年）
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資料1-2-4　通信速度（企業) N=1,318
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1.5Mbps未満　1.0%
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60

が今川の特徴ともいえる．これはプロバイダー参人企業が急増し　　1-2-4 通信速度

各プロバイダーのサービス内容の多様化が拡人:したこと、また、

昨年の人ｆサービスプロバイダーのサービス巾lllをはじめ、プロ

バイダーの淘汰がすでに始まっていることなどから、利川片にと

っても運営iﾓ体の安令性、1,浦t性を選択の基準にする姿勢が強ま

９たのだと祁察できる｡

1-2-3 イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ バ イ ダ ー と の 接 続 方 法

企 叉にお け る接 続 方法で も　･般 公 衆1111線 に よる ダ イヤ ルアップ

が57｣ ％と卜｡流 に なって いる｡、引lj 川線 は約4 割 の 粲 裘が 採 川して

おり 、W.Jljllll楾、･ 般 公 衆川線 の 両 方を利 川し てい る 企 業はわ ず

か2.4％であ る｡

インターネット白書‘98，インプレ ス

cAccess Media fnternational&lAJ,  1998

70 80　　　　90　　　　100%

インターネット白書'98, インブ`レス

c/Access Ｍｅ(がa Internati･onal&IAJリ998

企 業に お け る 通 信 速 度 で 最 も 多い の は 、「61kbpS 以 ド」 の

37.2‘‰であ る、 次い で 同 率で 「33.6kbps 」ミ ‾128kb】〕Ｓ」（そ れぞ れ

2･1.1％）、「256kbpS 」（4.2％）と なっ てい る｡

こ こに 数八は ない が 、 従 業Ｈ 規 模別 で は 当然 なが ら10,000 人以

llの 規模 で 「1.５ＭｂｐＳ未満 」（10.000 人以ll の 規模 の う ち16.7 り。）

|‾1.5MbpS以ll ］し　18.8 叭､）の 利JI片 が 高く 、10,00｛｝人 未満 の 規

模で は33.6 ～128kbpS がiﾓ 流 となっ てい る

1-2-5 インターネットの利用歴

インターネット利川歴で最も多いのは［2年末満］の26.5‰ 次

いで「3年未満」の19.1°｡と続く｡ 昨年最も多かった「1年未満」

４７ イン ターネット白書'98  4



第２章 企業　卜企業のウェブサイトは昨年の約1.7倍

資料1-2-6　社内での平均利用率（企業1997-1998 年）
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資料1-2-7　自社ウェブサイト（ホームページ）作成有無

（企業1997-1998 年) N=1,318

1998年N=1,318

1997 年N=769
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●1　

16.6% 10.4%

）　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80　　　　　10

作成している ■ 計画中 ｜| 作成 する予定はない　II わからない

インターネット白書'98,インプレス

c/Access Medi･a  Internaむ･onal&IAJ, 1998

S･インターネット白書'98 48

冂997 年ぶ〕｡2°。）は 今ヽ 乍17.6̈ 。と なっ て お り 、1 年 末満 の 介計で も　　 クセ スプ 冂997 年48.7°･､､1998年37.1°。）を抜 いて イント ラ ネット の

27.7”､い1997 年79.2%)　とな り、 昨 年と比 較す れ ば イン ター ネット　　 利川 が広 範に わ たっ てい る こ とが わか るｰ

の 企業導 人が･ 段 落し た とみる のが £- "'iであ ろ う｡　　　　　　　　　 また 今年 の2 位は 「電 ｆ メー ル_ で こ れは 昨年 より8.3ポ イ ント

増 加して いる、

1-2-6 社 内 で の 平 均 利 用 率　　　　　　　　　　　　　　　　　 僅 麓の 「エ クスエ ク ストラ ネット 」も 今年 初めて の 項 川であ る

が、 導 人してい る 企業の38.９００で利 川 され てい るこ と にな る、

イン ター ネット の 利川内 容 をそ の機 能 面から 見て 、利|lj対 象と

な る 従 剔i 数 令体 を10（癶 とし た場 合 の現 在の ず均 利JI廿叫 を 聞　　1-2-7 企 業 ウ ェ ブ サ イ ト （ ホ ー ム ペ ー ジ ） 作 成 有 無

い た

最 も 多い の は、 今川 初め て 闘い た 「 イン トラ ネット 」の51.7 Ｏ゚　　　現 在I'l ftの ウェ ブ サ イト （ ホ ームペ ージ ） を 「作1戉し てい る」

であ る　 イント ラ ネット の構 築 有無 につ い て は後で 述べ るが 、す　　 金 業は イン ター ネ ット利Jlj企 業 令体の61.８００に もllる 、 昨年 と 比

で に構 築 済 みの 企 業が27.6‘’。で あ り 、 イン ト ラ ネット 導 人 企業に　　 べ る と約1.7倍に 増 加 し てお り、 昨 年 〕町明さ れ たと お り 着実 に 作

お いて こ れを 利 川で きる 従 業Ｈ の 平均51.7¨･､が 現 在利 川中 とい う　　 成 企業が川え てい る

こ とであ る ］111年の イント ラ ネット エ ク ストラ ネット 分 散型情　　　 すで に作 成し てい る 企 業が川 加し た分、 ウェ ブ サ イト （ホ ーム

恨捉供 シ ステ ムを 含ま ない ず均利 川 率で|･ ツプ たっ たwww ア　　 ペ ー ジ）作 成を ［計11111中］（22.2％）の 企業は当 然 昨 年よ り減 少し



ウェブの内容は企業案内が中心

資料1-2-8-a　自社ウェブサイトによる情報発信内容　現在・今後 （企業) 1997 年N=273
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図1 -2-8-b　自社ウェブサイトによる情報発信内容　現在・今後 （企業) 1998 年N=814
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てい るが 、r‾作 成す る Ｆ定 は ないご(13.7‘'。) と1り川 に 介定 的 な意

見も同時 に減 少し てお り、 近い 将 来 イン ター ネット を何 らかの 形

で 抻|｣す る 企 裘に とっ ては比 較 的安 価 に↑11バｌａＭ,iがII｣‘能 である こ

とや1111:接 的な 商取引 を 前提 に9割 万作成 され る と 則則で きる

1-2-8 自社ウェブサイト（ホームページ）による
情報発信内容（現在・今後）

現 在ウ ェブ サ イト （ホ ーム ペ ー ジ） を作 成 して い る８凵 桂のir

答 各に対し て、 現 在発信 してい る 帖 Ⅲ内休 と、 今後 発仁r 定の･|･lj

報内容 につい て きい たI

現 在発 信し てい る帖 報で 最 も 多い のは 、 昨 年同 様 ‾企 裘案内。

で92.5o。、次い で昨 年は3 位のr 企 袰の イメー ジア ップ 広;I冖戉開］

（72.7 。゚）、 昨 年は2 位 の ■mi, サ ービ スの紹 介 ］｛61.5o。｝ とな９

てい るｰ

４９

今後発 仁する ｒ定 の情 報とし て は、「 製111111サ ービ スの 収売 ・ｆ

約 べぴjし か21.Ｐ’。で 最 も 多 く 、「 製品 サ ー ビ スへ の アフ ター ケ

ア・ サポ ー ト」 の23.8W<>と続 く　3 位 、4 位 には 今年 初め て 聞い た

7プ ッ シュ 曁|･I冐|扠）配 信」（19.５００） や ｙメー ル配 信 曁|’17眼 発fよ

（18.3％）が 入っ てい る

今後の 艇 開と して は 捉 供す る 製111111サ ービ ス関 連の 実 務 的な 利

Jljが 多 くな ると ］ｊ則さ れるが 、 今後に 対す る積 極的 な 利JI』の姿 勢

の 一万で、 新しい 技 術が 次 々に び場 す る イン ター ネットの 現状 で

の 利JI」形態 には 満足 して い ない こ とが 読み 取 れる。

企 業におい て は、 一般 的 に イン ター ネットの イン タラ クテ ィブ

性は 充 分認 識さ れてお り自 社の ウェ ブ サ イト ｛ホ ーム ペ ージ｝ に

積 極的 にそ れを取 り 入 れよ うとい う 姿 勢が 伺 われる　･方で 、 まだ

伺定 さ れない イン ター ネッ トll の技 術へ の 収 り組 みに悩 ん でい る

よ うに もと れる

イ ン タ ー ネ ット 白 書'98  4



第２ 章 企業　ト イント ラネット構築済みは昨年の2.3 倍
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資料1-2-9　イントラネット構築の有無(企業1997-1998 年)
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資 料1-2-10　 イン トラ ネッ ト構 築の 目的 （企 業1997-1998 年 ）
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1-2-9 イ ン ト ラ ネ ッ ト 構 築 の 有 無

イ ン ト ラ ネ ッ ト の 構 築 に つ い て は 、［ す で に 構 築 済 み ］の 企 業 が

27.6％ 、E 構 築 巾 ］が9.49O 、y 構 築 の 計11111巾 ］ が24.４００と な っ て い る 、

昨 年 と 比 較 し て み る と 、 ’既 に 構 築 済 み ］ の 企 業 が （1997 年

12.2°o) 1 年 で 約2.3 倍 に 増 加 し て い る の が わ か る｡ 現 在 ［ 構 築 中 ］

に つ い て も 構 築 済 み 企 業 が 大 幅 に 増 え た に も関 わ ら ず 、 昨 年 と ほ

と ん ど 変 わ ら な い｡、（1997 年9.8 ％ 、1998 年9.４００） 前1111の 調 介で 実

際 に は1997 年 度 が イ ント ラ ネ ッ ト の 利 耻 元 年 と な り そ う で あ る と

祁 測 し た が 、 あ る 程 度 裏 付 け ら れ る 結 米 と な っ た 、

1-2-10 イントラネット構築の目的

ここではイントラネット構築済みから構築を計liij巾の810社に

対して、その||的をきいた、

･･インターネット白書'98

イント ラ ネット の構 築の|| 的 とし て は、 昨年 同 様「 社内情 報 の

共有 化」 が蛾 も 高く89.90。を占 める 、次 いで7 社内 文 稗=の共 有化。

が73.7％、 バ=Lf･メー ル」 が67.70。とい ず れ も昨 年 よ り高 く なっ て

いる 。

こ の1 年で 社内 の情 戮 共有化 や コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ンに 関し て は

か なり 進歩し た といえ るが 、い まだ 企業の|¢l:接 的 な経 済活 動（ビ

ジ ネス）に結 びつ く よう な目的 は 十丿立に 挙げ られ てい ない。 よ う

や くこ の1 年で 実 質的 に イント ラ ネット の利 用 がで きる状 況 が整

っ たこ とを 考慮す れ ば、 今後急 激 に泌 透し たり 、 変化 する可 能性

も鳥い と 考えるべ きで あ る。

1-2-1  1　エクストラネット構築の有無

今年初めてエクストラネット（ＶＰＮを含む）についてインタ

ーネッ囗支術を利川している企哀令体に聞いた，



エクストラネット構築済みはわずか2.1％

資料1-2-11　エクストラネット構築の有無（企業) N=1,318

構築済み　2.1%

構築の計画中　12.0%

イン タ ーネ ット 白 書'98, イン プIレ ス
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資料1-2-12　エクストラネット構築の目的（企業）Ｎ＝207

情 報 の 共 有 化

電 子 メ ー ル

文 書 の 共 有化

営業支援 のための製品/サービ ス
情報 の共有化

画 像 情 報 の 共有 化

電 子 会 議 シ ス テ ム

ワークグループ アプリケ ーション

スケ ジ ュ ー ル管 理

意 思 決 定 支 援 シ ステ ム

伝 票 決 済 シ ステ ム

わ か ら な い

H  83.6%㎜ ㎜
㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

|  61.8%

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

■39s

|  1.4%

| 1.0%

■4.3s

即

I 15.9%

㎜14.5%

㎜

皿

㎜

㎜

㎜

|  41.1%

㎜

|  51.7%

０ １ ０ ２ ０ 3 ０

解　説

5 ０ 60　　　　70　　　　80　　　90 ％
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エ ク スト ラ ネ ット の構 築に つ い て は， す で に 「構 築 済 み」 が　　 が61.8‰ 「 夂,1 ;: のJIO 」’化 」 が51.7・。と ここ までが ｀|」汝を超 え てい

2.1°Ｏと イント ラ ネッ トに 比べ る と 柾端 に 低 くな９ て い る，「構 築　　 る， こ れら は･|’劼=11の 共有化 や コ ミュニ ケー ショ ンとい ９ た イン ド

中」（口癶 ），［ 構築 の計 画中］（12.0リ　 まで 介め て も15.7･l。に 過 ぎ　　 ラ ネット と 同 様の 傾向 が に ら れる， 一力，｡4位に 挙げ られ た 「営

ない ，この レベ ルは 昨 年の イン トラ ネットの 構 築状況 よ り低い も　　 裘支援 のた めの 製11111
「

サ ービ ス･|`II冖11の 共ｲ 」’化 」ぱ11.1･･i,と現 在の イ

のではあるが、昨年インjヽ ラネットが急速に片及したように、す

でに企袰内でインターネット、イントラネットなどのインフラが

整備されたところでは、この1年でブレイクするIlf能性を秘めて

いる、

1-2-12 エ ク ス ト ラ ネ ッ ト 構 築 の 目 的

こ こ で は エ ク ス ト ラ ネ ッ ト 構 築 済 み か ら 構 築 を 計1111j中 の20  7礼

に 対 し て 、 そ の|| 的 を 聞 い た

エ ク ス ト ラ ネ ッ ト の 構 築 の 目 的 と し て は 、 イ ン ト ラ ネ､ツト 同 様

｢･|` Ild｣1の 共 有化｣ が 最 も､;‘6 く8:3.6̈ 。を 占 め る　 次 い で| 電｣'･ メー ル｣

ントラネットにおける29.0％を人帖に超えており、こうした||的

にはイントラネットより、エクストラネットが向いているという

ことが読み取れる

現状では昨年のイントラネットの俳築状況と同様の傾向といえ

るが、企裘の外向き(ﾉ)実質的なビジネスサポートにエクストラネ

ットが有効であることが認められっっあるため、そうした認織が

鳥まれば、インフラがすでにある程皮整っている企業から急速に

構築が進むllf能性が見えているI，

５ １ インターネット白書'98  4



第２章 企業　S1ファイヤーウォールの構築は進んでいない

資料1-2-13　ファイヤーウォール構築の有無（企業1997-1998 年）

部分的に構 築している

1998 年N=1.318

1997 年N=405

口D刀 廿!jにi耨坏ﾐしI.

に構築してｏ るコ

r; 7jつ仕し`

構築していない ¬

1
29.1% 間

i
48.6% 10.4%

ｆ
ｊ

ｌ

ｉ
１

／
／

／
／

／

27.7%　　　
｜

瓢 43.2% 16.5%

O％　　　　20 ％　　　　40 ％

資 料1-2-14　 今 後 の 課 題 （企 業)  N=1,318

社内ユ ーザーの教育

セキュリ ティの開発/管理

ネ ットワ ークノサーバ ーの運営管理

ネットワークの信頼性

最新技術 の習得

サーバーの信頼性

新旧技術 のインテグレーション

新規にイントラ ネット等の アプ リケーションを開発する

ウェブyインターネットツール/技術 の標準化をすること

ウェブソフトウェアの標準化をすること

社内ネットワークを業界標準化すること

サーバーｙＯＳの標準化 すること

その他

わから ない

･ I ･ ･  ● , ･ ･ . ■■ I ･ . 1 1 1 , ･ r - M ･ , W ･ -

60 ％

０

80 ％

１ ０

100%

20
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30 40　　　　　50　　　　　60 ％
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1-2-13 フ ァ イ ヤ ー ウ ォ ー ル 構 築 有 無

フ ァ イヤ ー ウ ォー ルの 構 築 に 関 し て は 、［ 令 社 的 ］ あ るい は

循|;分的 に構 築し て い る２ 企業が 介 計で40.90。に 対し て 厂 ‾構 築 し

て い ない 企業し は､16.4％とほ ぽ2 分さ れ た結 米と なっ た。昨 年に 比

べほ ぼ同 様 の粘 米と なっ たが 、［ わか ら ない］ が 減 少し 、 少な く

ともフ ァイヤ ーウ ォー ルの 機能 や 役割 に対す る理 解 が進 んだ とと

って もい い だろ う 、

1-2-14 今後の課題

る情 啝 システ ム批 当 肴を最 も悩 ませ てい る とい う状 況が 明 らか に

され てい る、 また、FI扠 で 「セ キ ュリ テ ィの 開発 竹理｡ （56.3％）

が 挙げ ら れてお り、 先に 見た よう にフ ァ イヤ ーウ ォー ルの 浸透 の

低 さから も､ 企 裘にとっ て の 人き な課 題に 挙げ ら れた と 見られる 、

次い で、［ ネッ ト ワー クの 儒頼性: ｛50.５０Ｕ｝ とここ で 始 めて ハ ー

ド ウェ アの 問 題が 挙げ ら れ てい る 、 さら に 同 率で 、「 ネット ワ ー

ク サ ー バーの 逆営 竹 理」（50.5・。） と、 ここ まで が 令体 の 半数 を

超 えて い る 課 題で あ る 、 次 の 「 最 新 技 術 の 習 得」 し13.８００」 は 、

日 々 イン ター ネットの 利J11技 術が 開 発さ れる中 で1111答 各自 身の 課

題 として も 挙げ ら れ たも のと祁 察で き興味 深い 、

最後に今年は川答行令員に企業にとってのインターネットに関　　1-2-15 従業員規模

する最人の技術的な課題を複数1111答で11Hいた．最も多かったのは

jl:内ユーザーの教育:（56.７００）であり、インターネットの導人　　　本調介の対象企業の従業員規模を闘いた、

により、企業内でのエンドユーザーの増加がネットワークに関わ　　　従業ii規模をレンジ別で腿ると、構成比が鳥いのは7100 から

ト インタ ーネット白書'98
５２



最大の課題は社内利用者の教育

資料1-2-15　従業員規模（企業) N=1,318

わからない　3.7 ％

10,000 人以上　3.6％

50-99 人　6.4%  -＼

5.000-9.999 人　3.4%

O-9人　24 ％

インターネット白書'98, インプレス
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資料1-2-17　業種（企業) N=1,318

製造業

卸･ 小売業

コンピューター関連サービス業

サービス業

金融・保険業

建設業

学校･ 教育業

運輪 一通信 一放送業

コンピューター関連製造業

政 府一地方公共団体

医療･ 病院

電気･ ガス･水道

農林水産業

コンピ ューター関連卸・小売業

その他

資料1-2-16　年間売り上げ高（企業) N=1,318

わからない　5.5%

非営利　5.8%

1兆円以上　1.1%-

１兆円未満　4.4%

5,0001#.円 未満　9.3%

5千万円未満　1.2%

1僮円未満　1.0%

インターネット白書'98, インプレ ス

c/Access Media International&IAJ, ﾌﾟ998

30.1%丶丶　 丶　　　　 ㎜

㎜
㎜
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㎜

㎜

㎜

I 8.39

|  5.8%

5.2%

5.2%

㎜

㎜12 ％

111.7%

6

4.6％

-

㎜

㎜

㎜

四1.9%

■  1.1%

I  0.8%

i 0.5%

0.4%

0.4%

12.1%

０ ５ １ ０ １ ５ 20 25　　　　　30　　　　35 ％
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499人」（｡28j％）である｡ 次いで「1.000人から4,999人」(22.7"。）、　1-2-17 業種

「500人から999人」（15.4％）となっているが、500人以|このいわゆ

る人規模で令体の45.1％を占め人規模よりの結米となっている｡

なお、昨年は「100人から499 人」の規模で27.5‰ 次いで 口O 人

から49人」が20.3‰｡ 令体では500 人以|この人規模企袰の介計が

27.9り。と今年より中規模企叉が多かった、

1-2-16 年 間 売 り 上 げ 高

本調 介の対 象 企業の 年剛 売 りllげ1･､･;iをIJUい た。 ヽli然な がら この

金額 は対 象 企業の 従 業11 規模や 業種 と 相関 があ る｡ 最 も構 成比が

鳥い の は 、「1,000 億 川 未 満 」（35.6 ％）、 次 い で 「50 億 円 木満 」

(25.0%) 、「100 億 円 未満」(11.2%) とな って い る｡ 従 菜只 規模 で

みた よう に、昨 年 と比べ る と 今年は 人 規模 企 業に シフト してい る

ため 、ヽ11然なが ら 年間売 りll げ 金額 も高め となっ てい る｡

本､凋胥の 対 象 企業の 業種 を 闘い た｡

最 も構 成比が 高い の は「 製造１ 」の30  .l％、次い で「卸･/1ヽ 売 匙 」

の14.6％、F コ ンピ ュ ー ター関 連サ ービ ス業」 の12.0％、７サー ビ ス

業」 の11.79O、［保 険 ・ 金融 業］ の8.3％で 令 体の7 割 以|･｡を占 めて

い る、こ の 傾向 は コ ンピ ュ ー タ ー導 人 業種の 構 成比 率と ほぽ 傾向

が･ 致 して お り、情 報シ ステ ム関 辿 バ 籾 ）人きい 業種が|･｡位 を占

めた と 見る べ きだろ う｡

５３ インターネット白書'98  <
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